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The sl吋 ywas un恥rtakento producc the inbred strain of ]apanese quail. The quail 
population selected ove1' 20 gcnerations 101' large body siz巴 andthe 1'andomb1'ed popula-
tion were used. The intensive inbreeding was made to 8th gene1'ation. We discussed 
the causes of inbrceding dep1'ession and th巴 methodsof producing inbred strain. 
1) Hatcl叫 )ility，viability and age at fi1'st cgg were affected to a greatcr extent by 
inbrccding than fertility， body wcight and egg weight were. 
2) The i巾 rcdgroup (C group) fr・omrandombred population exterminated after 5th 
generation， but the inbred group (L group)介omselected pOpl出 tions町 vivedto 8th 
generatwn. 
3) Significant diffcrcnccs between L and C group wcrc observed in the degree of in閉
breeding depression and the number o[ inbrecding gencration. It might bc suggested 
that inbrccding depression in quail was caused by decrease o[ heterozygosity o[ polygenes 














た. ζれらのウズラを用いて体重大系統内の近親交配区 (L区)， ランダム交記務内の近親交配
思 (C区)および対照区としてのランダム交記区 (R区)の計3毘を設け， ζれを 0-1笠代として
以後の世代を進めた.01立代における家系数は， L思:14， C思:18， R区:20で，各区の Pair





















1. 系統数と供試羽数:各l立代の系統数と 6週lit時羽数は第 1表l乙示すとおりであった. ラン
ダム交配を行なった対照iまでは，世代を進めても系統数は維持され，供:試羽数は十分に確保され
た.しかし， L況では系統数が1世代と 2世代で著しく減少し， 6世代では2系統を残すだけと
なった.C lRでは31笠代以降において系統数の減少が著しく， 3世代で系統内交配を行なって適
結験実
Number of strains and birds at 6 weeks of agc. Table 1. 








































L: Inbrcd group in strain sclected over 20 gcnerations for large body size. 
C: Inbred group in randombred population. 






2表に示した.対照援では 6世代まで80-9396の高い受精率を保ったが， L 区と C 区では世代
を進めていく過程で急激な低下が見られた.L区は 5肢代まで60-7996を維持したが6泣代で38
96R:， C区では 41世代までは65-8296を保ったが5世代で2996にそれぞれ急激に低下した.ふ化
本も，対照区は 6 一段代まで52~7296 と比較的変動なく推移したのに対し， L Iまと C区は2世代
で171くも悲しい低下を示し， 3 t!.t代以降においても13~3496 と低い依を維持r した. 6 j!]!1鈴までの
育成~R:関しては，世代を進めても極端な低下が認められなかった R 区と比較して， L 区と C 区
は世代を重ねるにつれて徐々に低下した.このようにこれら 3形質における近親交配の悪影響は
ふ化率に最も強くあらわれた.ふm~中の肢の死亡は第 3 表lζ示すとおり，版発生の過程で奨なっ
ていた.対照区ーではふイヒ直前の死亡率が高いが， L [8:と C[まのj圧死亡はふ化直前よりもむしろ
ふ卵初)W~lflJ切にかけて多く見られ，近級交配院において発生初期に高い}圧死亡率を示すことが
ふ化率の低下をもたらした主な際関と考えられる.なお近交31丘代の受精卵数に対する臨死亡率
は， L区:82.8タム C区:79.296， R 1玄:38.596であり，近親交配区は対照区の 2倍以上の高い
11 i河本・松尾:ウズラの;底的特質におよほす近綴交配の影警察
依を示した.
Fertility， hatchability and viability (0-6 week). Tablc 2. 







































































1) Hatchabi1ity per egg set. 
Embryonic losses by inbreeding. Tab1e 3. 
















































































1) Embryos that have pierccd thc shell but have not 1凶 chedwhcn incubation was terminated. 
第46号 (1979)




































A，: Viability (0…6 week). 
Fitness index口 AjxA2xAsxA，
Aj: 1王erトdayegg production. 
As: Hatchability per fertile egg. 
4. 性成熱釘齢と体璽:雄および離の性成熟日齢は第S表のとおりであった.世代によって各
区の平均値がかなり変動しているが，雄の性成熟日総は近交世代が進むにつれてやや遅れた.一
方，雌では L区と C 区の世代による遊延の程度が雄の場合より大きく， とくに CIZで顕著で
あった.


















































1) Age at first formy ejaculate (days). 
2) Agc at first egg (days). 




区のi援において減少の程度が著しかった.また， L rz:の雌の4世代と 6世代において，震内側体
変異が R匿に対して大きかった.
13 間本:・絞j苔:ウズラのほ告別守PIにおよlます近級交配のt予約
Male body wcight at 6 and 10 wecks of agc. Tablc 6. 












































Femalc body wcight at G and 10 wecks of age. -1、ablc7. 
10 wccks， g G wecks， g 
GCllcration 
R 
o 124.4 と10.0 99.5土 9.4 99.51ニ9.4 157.9土 9 . 1 132.8土10.1 132.8こと10.1
135.5と18.1 108.6Jニ10.2 113.9:1: 9.9 164.8ごと13.8 133.5:1 11.2 13G.5ご10.0
2 109.5土17.4 87.1こと12.5 102.5こと11.7 154.0こと 17.0 128.1ゴ.-13.2 134.3こと10.1
:~ 110.0ま10.5 95.4と13.2 106.5と10.4 152.0士10.5 127.8，七12.7 138.8こと10.6
4. 109.1 14.0 81.0こと10A 97.6こと10.7 147.6こと18.0 115.6ごと 6.8 133.2こと10.3 
5 123.5こと10.2 均一 110.4ごと 9.2 164.8こと 13.4- 140.1こと 9.5 
6 116.3士18.9 …一 105.6:士 9.4 150.7こと19.2 一 135.2土 9.4 
c R c: L 





Number of cggs and cgg wcight. Tablc 8. 
















































1) Numb付。f('寝耳s10100 days ofagれ
2) Egg weight from 91 to 100 days of agf'. 
考
受精率に関して，対照区では役代i羽i乙大きな蓬が認められなかったのに対して，近親交配を行
14 f左焚大学E語学奨線 第 46号(1979)
なった LI3:と CIえではlit代が進むにつれてお:しく低下した.Sittmanら10) は近交係数が1096増
加すると受精率は11.0必低下し，新減ら8) は4.4形低下すると報告している. また Kulenkamp
ら3)によると，全兄妹交配を2世代続けると受精率の低下が著しいことを認めているが，ヌド笑験
では， L [哀で5世代， C 1までは41止代まで低下は見られず， L [乏が61引に C区が5tt代に奈つ
てはじめて大きく低 Fした.このように従来の給条と爽なる傾向が認められたことは， JEr段集団
の遺伝的特性と近親交配の程度の迷いに起関するものと考えられる.
ふ化2t;QC関して， Sittmanら10) と新城ら8) は近交係数が1096増加するごとにそれぞれ7.0Cb，
5.6タb1f;Tすることを報告しており， Kulenkampら3)は近交2W:代で急激な低下を認めた.本実
験では， Kulenkampらの観察結果と同様に近交21世代で顕著な低下を示した. その後のぽ代で




6週締までのBJ氏本は， L IKが31引に C区が2世代以後において大きく低下した. Sittman 

















るため近親交況による影堺が弱かったと考えている.…方， C 1まの体重はIfJらかに減少し， 4 i社
代における 6 :ì郎総体主は対照 I~Jと対して土m : 15勿，雌:1796小さくなった.また10迎除体没の C












家系を基礎集ほ!とした threepair rotation cross法を行ない，近交系の作任iと総持の可能性を見
いIHしている.






て本研究家で21投代維持された集団から選出した併であり， 0悦代は半兄妹交配， 1 ~ 2t投代は
会兄妹， 3 t投代は系統内， 41社代は再び会兄妹交配を行なった.従って C区の近交係数は， 1 1立
代:12.5タム 2tIl:t~ : 31. 396， 3 ilt代:43.8必， 41佐代:5'1. 796となり， 21詮代以降の近交係数は
全兄妹交配与を迷絞した場合とほぼ同じであった.これらのウズラ群を用いた本実験の近親交配阪
である L庶と CIxの近交退化現象と維持1:代数にflらかな泣が認められたのは，本実験の 011上
代において， L 1まは有者i遺伝子がかなり除去されていた1;(e鴎であったためであろう.その給AE，











2. ランダ、ム交配集開を~j~礎集団とした近級交配区 (C Ix) は5世代で絶滅したが，選抜集問
を基礎集団とした近親交配沢 (L150は81佐代まで系統を維持することができた.
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